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　人口の動き
一紛月響日現遅一一

男4，584｛鰻）
嚢　　　4，6ワ2（一10）

計　　　9，256繕14〉

世帯数2，282（一4）

　（）は前月髭較

フレツシュマンの
　　　　　稲刈りツアー
　　　　　　　　一9月18日　コシヒカリの田んぼ（沖立）一

　　　　「越後かわにしこねかの会社（平野正晴社長）」

　　が企画したこのイベントには￥都会から33人の女
　　性が参加しました。

　　　地元の男性30人と￥前夜の歓迎パーティーは、
　　　「このまま終わらせたくなかった……」という声、

　　声、声。次の企画は￥このツァー参加者との交流会

　　を11月に東京で開くことになっています。

圃休日救急医
10月16日池田医院（本町西）a52－2581

23日中条病院（中条）台57－3018

30日山口医院（下条）奮55－2003

11月3日山口医院（袋町中）a52－2174

6日大坪医院（四日町〉麿57－6100
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会義昌雷
口

告報

　
九
燭
審
圏
圏
擬
態
誰
九
圏
議
悪
．
第
蓋
團
瞬
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
談

縷
楚
。

　
誰
四
翻
麟
，
教
欝
委
曼
惑
藥
馨
輿
の
任
命
が
嗣
意
さ
糀
楚
あ
老
、
五
羨
の

議
員
懸
鑛
一
毅
質
悶
が
お
製
議
縷
驚
。
蓬
鯵
縫
築
倒
の
｝
部
改
正
鱗
廃
韮

が
決
議
蟹
議
縷
驚
．

　
紫
六
翻
慰
・
一
般
会
謙
醸
擬
欝
劉
套
計
慧
ど
の
補
鑑
箭
算
が
審
議
難
決

さ
載
、
引
き
続
き
猟
牽
鑑
難
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
楚
、
固
建
資
麓

評
癒
審
蓋
委
轟
姦
委
員
の
選
緩
嗣
慧
慧
ど
が
お
製
議
じ
だ
。

　
巖
終
㊧
の
棄
義
圏
は
．
露
傑
の
意
箆
書
の
提
出
悲
、
辮
翻
駆
保
鍵
解
の

縮
雛
痩
鑓
、
拡
充
強
化
の
要
望
決
議
蓬
遡
決
縷
ま
し
薙
．

流
雪
溝
計
画
の
具
体
策

柳
　
　
　
藤
作
　
議
員

住
宅
密
集
地
の
克
雪
対
策

0
流
雪
溝
計
画
の
具
体
的
な
実
施
見

通
し

②
雪
対
策
渓
流
モ
デ
ル
事
業
の
完
成

改修が進む千手月

と
総
合
的
な
流
雪
溝
構
想

　
南
　
　
雲
　
町
　
長

①
流
雪
溝
整
備
に
は
、
ま
ず
安
定
し

た
水
源
確
保
が
必
要
だ
。

　
町
内
の
河
川
で
は
、
信
濃
川
以
外

は
水
量
が
得
ら
れ
な
い
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
川
西
ダ

ム
を
中
心
と
す
る
農
業
用
溜
池
の
水

が
不
要
な
時
期
の
利
用
を
考
え
て
い

る
。
こ
の
利
用
に
は
、
土
地
改
良
区

の
同
意
を
得
て
、
そ
の
う
え
で
水
利

権
の
獲
得
を
必
要
と
す
る
。

　
水
源
確
保
は
、
国
県
の
助
成
事
業

の
レ
ー
ル
に
乗
せ
る
重
要
な
要
件
だ
。

ダ
ム
用
水
の
水
利
権
取
得
は
流
雪
溝

実
現
の
た
め
の
第
一
ハ
ー
ド
ル
で
あ

り
、
担
当
課
に
対
し
て
準
備
に
入
る

よ
う
指
示
し
た
。

②
雪
対
策
渓
流
モ
デ
ル
事
業
で
実
施

県議選の開票作業（62．4．12）

し
て
い
る
千
手
川
の
改
修
は
、
六
十

六
年
完
成
の
予
定
だ
。
流
雪
溝
計
画

を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
事
業
で
あ

り
、
お
お
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
流
雪
溝
実
現
の
た
め
の
第
一
は
、

流
末
処
理
だ
。
こ
の
問
題
解
決
の
た

め
に
は
、
沈
殿
池
ほ
か
を
築
造
す
る

な
ど
の
方
法
と
考
え
る
。

　
財
政
的
な
問
題
に
つ
い
て
も
、
十

分
な
見
通
し
が
た
つ
と
考
え
て
い
る
。

選
挙
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
掲
示
板
の
設
置
を

平
　
野
　
正
　
義
　
議
員

　
高
床
式
の
新
・
増
改
築
が
進
み
、

壁
板
の
家
屋
も
少
な
く
な
り
何
の
選

挙
で
も
気
を
つ
か
う
の
が
ポ
ス
タ
ー

を
張
る
場
所
だ
。
公
営
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
板
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

南

雲
　
　
町
　
長

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
所
有
者
に
大
変
な
迷
惑
を
か

け
て
い
る
実
態
と
思
う
。
県
内
の
市

町
村
で
は
半
数
を
こ
え
る
市
町
村
が

実
施
し
て
い
る
状
況
だ
。
掲
示
板
の

設
置
は
選
挙
管
理
委
員
会
で
方
針
を

決
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
前
向
き
に

検
討
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
た
い
。

で
き
れ
ば
、
議
会
の
皆
様
か
ら
も
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

ス
ー
パ
ー
特
急
と

　
　
　
　
　
　
　
町
の
開
発
構
想

戸
　
田
　
哲
　
次
　
議
員

　
整
備
新
幹
線
の
着
工
順
位
問
題
に

関
連
し
て
、
北
越
北
線
を
改
良
し
た

ス
ー
パ
ー
特
急
の
案
が
浮
上
し
た
。

将
来
を
考
え
た
と
き
、
ス
ー
パ
ー
特

急
や
北
越
北
線
利
用
問
題
を
含
め
た

町
の
将
来
展
望
を
お
聞
き
し
た
い
。

南

雲
　
町
　
長

北
越
北
線
に
ス
ー
パ
ー
特
急
が
通

り
、
十
日
町
駅
に
停
車
す
る
と
い
う

こ
と
は
首
都
圏
へ
の
高
速
交
通
化
を

役場屋上から十日町方面を望む

ゼ
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促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
地
域
の

発
展
の
た
め
に
は
極
め
て
有
効
な
政

策
と
考
え
る
。
関
係
市
町
村
と
粘
り

強
い
運
動
を
継
続
す
べ
き
だ
と
思
う
。

　
自
ら
が
無
理
な
リ
ゾ
ー
ト
化
を
急

ぐ
よ
り
も
、
優
良
な
リ
ゾ
ー
ト
地
に

近
い
こ
と
を
活
用
し
、
若
者
の
定
着
、

U
タ
ー
ン
を
図
り
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
過
去
の
例
に
こ

だ
わ
ら
な
い
思
い
切
っ
た
条
件
を
提

示
し
て
優
良
企
業
を
誘
致
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ

の
た
め
に
は
無
雪
道
路
の
確
保
、
流
，

雪
溝
の
整
備
、
克
雪
住
宅
な
ど
総
合

利
克
雪
対
策
を
含
む
雪
国
条
例
の
制

定
も
ひ
と
つ
の
方
法
と
思
う
。

　
人
口
増
加
対
策
の
決
め
手
と
し
て

は
宅
地
造
成
も
必
要
で
あ
り
、
山
野

田
団
地
の
具
体
化
や
、
西
の
山
地
区

一
帯
も
検
討
す
べ
き
と
思
う
。

　
明
る
く
文
化
的
な
生
活
確
保
の
た

め
に
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
と
も
い
う

べ
き
施
設
が
必
要
と
考
え
る
。
多
面

的
な
総
合
施
設
で
、
運
営
は
多
角
的

な
方
面
で
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
い
ま
の
低
金
利
時
代
こ
そ
思
い
切

っ
た
投
資
時
期
と
考
え
る
。
一
時
的

な
財
政
の
悪
化
も
町
民
各
位
か
ら
ご

理
解
い
た
だ
け
る
と
考
え
る
。

造
林
地
の
山
火
事
対
策

村
山
勇
太
郎
議
員

　
植
林
の
た
め
に
、
雑
木
な
ど
を
刈

り
払
っ
た
も
の
が
山
に
放
置
さ
れ
、

異
常
乾
燥
時
に
は
燃
え
や
す
く
な
っ

て
い
る
。
今
春
の
山
火
事
発
生
原
因

の
状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

南

雲
　
町
　
長

　
四
月
二
十
七
日
の
山
火
事
で
は
、

ス
ギ
ニ
百
本
、
三
十
ア
ー
ル
を
焼
失

し
た
。
山
菜
時
期
、
農
作
業
の
準
備

な
ど
で
多
く
の
入
山
者
が
あ
り
、
警

察
、
消
防
の
現
場
検
証
で
は
原
因
は

不
明
で
あ
っ
た
。

　
造
林
地
内
で
の
火
災
は
、
造
林
事

業
開
始
以
来
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ

り
非
常
に
残
念
だ
。
こ
の
場
所
に
は

本
年
度
ス
ギ
を
補
植
す
る
計
画
だ
。

　
山
火
事
の
原
因
は
、
人
為
的
な
も

の
が
多
く
、
予
防
対
策
の
普
及
と
災

害
防
止
用
の
標
識
、
標
柱
な
ど
を
設

置
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

J
R
ト
ン
ネ
ル

横
坑
利
用
の
特
産
品
開
発

柄
　
沢
悌
　
二
議
員

　
J
R
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
後
に

横
坑
の
払
い
下
げ
を
受
け
た
ら
ど
う

か
。
ト
ン
ネ
ル
内
は
年
間
一
定
の
温

度
で
あ
り
、
低
温
倉
庫
、
キ
ノ
コ
栽

培
な
ど
に
利
用
し
特
産
品
の
開
発
に

役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

南
　
　
雲
　
町
　
長

　
水
路
ト
ン
ネ
ル
掘
削
の
た
め
の
横

坑
は
三
か
所
あ
り
、
合
計
の
長
さ
は

六
六
〇
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
こ
の
横
坑

は
他
の
市
町
村
の
も
の
と
違
い
、
閉

鎖
し
な
い
方
針
で
吹
き
付
け
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
し
て
あ
り
、
ゆ
う
水
を
補

延焼中の山火事現場

取安坑ロを視察する議会特別委員会（3．31）

償
な
ど
に
利
用
す
る
場
合
に
備
え
て

い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
こ
の
横
坑

は
J
R
所
有
の
ま
ま
維
持
管
理
し
て

い
か
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
現
段
階
で
は
、
ど
の
よ
う
な
水
が

発
生
し
、
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
か
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。

い
か
な
る
状
況
と
な
っ
て
も
譲
り
受

け
可
能
で
あ
れ
ば
町
と
し
て
譲
り
受

け
た
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
一
方
的

な
当
方
の
希
望
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
町
発
展
の
た

め
に
、
有
効
利
用
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
十
分
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
　
（
以
上
質
問
順
に
掲
載
）

教
育
委
員
に
石
沢
さ
ん
再
任

　
議
会
で
は
石
沢
邦
治
さ
ん
（
上
町
）

を
教
育
委
員
に
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
教
育
委
員

会
で
は
、
同
氏
を
教
育
長
に
再
任
し

■
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
同
意

　
九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
る

黒
嶋
善
助
さ
ん
（
高
原
田
）
を
再
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

四
番
目
の
屋
外
体
育
施
設

　
白
倉
運
動
場
が
完
成

　
小
白
倉
部
落
入
口
に
完
成
し
た
白

倉
運
動
場
は
野
球
場
が
一
面
で
す
。

工
事
費
お
よ
そ
千
五
百
万
円
で
完
成

し
ま
し
た
。

白
倉
運
動
場
開
き
（
9
・
15
）



．…＿…………じ・……………一・一一一一・・…………一…・一…一（4）…・・……・一

，＿＿，＿＿．。広報かわにし／昭和63年10月10日発行　・一・・…1

記念品を受ける田中さん

健康づくり標語一田中淳子さん（小白倉）

　
九
月
四
日
、
総
合
体
育
館
で
「
健
康
づ
く
り
町
民
大
会
」
と
［
体
力
づ

く
り
官
一
言
十
周
年
記
念
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
．
健
康
づ
く
り
運
動
と
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
普
及
推

進
を
は
か
り
た
い
と
い
う
目
的
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
献
血
功
労
者
表
彰
￥

健
康
モ
デ
ル
集
落
の
認
定
証
交
付
な
ど
に
続
き
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
り
育
て
よ
う
！
」
と
健
康
ま
ち
づ
く
り
宣
言
も
合
わ
せ
て
決
意
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
￥
医
師
に
よ
る
健
康
相
談
．
健
康
パ
ネ
ル
の
展
示
や
￥
老
人

ク
ラ
ブ
の
バ
ザ
ー
も
開
か
れ
．
お
昼
に
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り
、
豚

汁
．
牛
乳
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
町
で
始
め
て
の
「
綱

引
き
大
会
」
に
、
三
十
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
館
内
は
観
衆
の
大

声
援
で
一
戦
一
戦
が
盛
り
上
が
り
．
熱
戦
の
連
続
で
し
た
。

小学生の部の「健康ウルトラクイス」

”
表
彰
さ
れ
た
方
々

献
血
功
労
者

　
　
　
　
数
字
は
献
血
回
数

中
条

和
章
（
沖
立
）
4
7

小
野
塚
　
高
　
志
（
四
郎
兼
）

41

藤
巻
幸
夫
（
塩
辛
）

40

蔵丸小内高相山

品山海山橋崎口

泰喜マ武藤武康
　　ツ　　　ニ
治一子勇吉郎司
ハ　ハ　ハ　ハ　　　ハ　ハ霜木小新中中仁
　　根町屋島
条落岸新敷町田
）））田一））
　　　）
35　〃　36　〃　　〃　3839

（
敬
称
略
）
”

30313233　〃　〃　34

和
久
井
節
子

　
食
生
活
改
善
推
進
員
二
十
年
功
労

登
坂
　
初
枝
（
赤
谷
）

　
母
子
保
健
推
進
員
士
二
年
功
労

　
　
環
境
衛
生
功
労
者

高
橋
　
好
雄
（
三
領
）

　
公
衆
衛
生
推
進
員
十
八
年
功
労

　
　
標
語
入
選
者

秀
作
田
中
淳
子

佳
作
　
高
橋
身
依

　
　
　
田
村
推
寿
美

入
選
　
田
畑
裕
之

　
　
　
水
落
孝
一

　
　
　
関
口
英
生

　
　
　
水
落
亜
樹

　
　
　
野
上
朋
美

　
　
　
高
橋
博
美

　
　
　
田
中
克
子

（
小
白
倉
）

（
千
手
小
）

（
〃
　
）

（
上
野
小
）

（
橘
小
）

（
川
西
中
）

（
〃
　
）

（
千
手
小
）

（
仙
田
小
）

（
小
白
倉
）

　
　
室
内
マ
ラ
ソ
ン
完
走
者

弥
彦
コ
ー
ス
　
小
林
美
喜
（
中
仙
田
）

長
野
コ
ー
ス
　
小
林
文
子
（
　
〃
　
）

　
　
　
　
　
田
中
昭
（
発
電
所
通
り
西
）

東
京
コ
ー
ス
　
大
塚
甚
一
（
高
原
田
）

　
　
　
　
　
山
口
　
清
（
仁
　
田
）
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当
日
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
に

は
、
お
に
ぎ
り
や
豚
汁
、
漬
物
や
牛

乳
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
農
協
提
供
の
お
に
ぎ
り
用
の
米
は

百
二
十
キ
ロ
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
十
五

人
が
三
時
間
か
か
っ
て
二
千
四
百
個

コシヒカリおにぎりに満足満腹

（
一
合
で
三
個
）
作
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
豚
汁
は
肉
を
二
〇
キ
ロ
、

長
ネ
ギ
ニ
四
キ
ロ
、
ハ
ク
サ
イ
一
ニ

キ
ロ
な
ど
を
使
っ
て
六
人
が
、
二
時

間
で
六
百
人
分
を
作
り
ま
し
た
。

▲一般の部で優勝した白倉チーム

●

●見ているだけじゃつまらない　●

　　　●一度やったらやめられない　　●

　　　　　　●　今度は参加してみよう

r”…一一綱引き大会の結果…一一1
し

　　　　　　　　　　　　　　　ロ
じ

i◆小学生低学年の部　　　　　　　i
コ

i　　優勝三箇　　　　　i
ロ

i　　2位新町　　　　　　iコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

i　　　3位　上野B　　　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　◆小学生高学年の部　　　　　　i

i　　　優勝　SSC中仙田　　　　　i
i　　　2位上野D　　　　　　i

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　　3位　新町　　　　　　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i　　　　　白倉小　　　　　　iし

　　　　　　　　　　　　　　　コi　　　　　SSC赤谷　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　じ
じ

i　　　◆一般の部　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　じi　　　　　優勝　白倉チーム　　　i
ロ

i　　　　2位　ウエストリバーキング1
　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　

i　　　　　3位　川西電気チーム　　i
コ

i　　　　　　　　　　　オリーブアンドポパイ　：
じ

i　　　　　　　　S　SC中仙田　　　i
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

』一一一一一●一一一一一一一一・。一●一一一一一一＿．一一。＿＿＿一＿＿一＿＿一＿一一＿5
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しましたり贈お

下原須藤スイさん（明治31，4，19生）

　
老
人
週
間
（
九
月
十
五
日
～
二
十
一
日
）
に
ち
な
ん
で
、

町
と
県
か
ら
七
十
五
歳
以
上
の
七
百
四
十
四
人
に
、
敬
老

祝
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
九
十
歳
と
九
十
五
歳
の
五
人
に
は
、
九
月

十
五
日
、
町
長
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、
直
接
手
渡
し
ま
し

た
。
　
（
写
真
は
訪
問
先
）

上町酒井クラさん（明治26，4，11生）伊友星名イマさん（明治31，5，30生）

「
，
瑠
㈹
別
兀
叫
伽
，
ー
，
！
’

〆
！
’
－
－
－
骸
四
繋
四
－
－
」

根深丸山寅吉さん（明治32，2，15生）　　　沖立五十川キンさん（明治26・11・19生）

1　　　　　　　　口O歳～19歳　［コ20歳～59歳　囲60歳以上　　　　を’で 　
こ
の
グ
ラ
フ
は
、
町
の
人
口
を
三

つ
の
年
代
に
分
け
た
も
の
で
す
。

昭
和
三
十
年
に
は
、
○
歳
か
ら
十

九
歳
ま
で
の
人
口
が
全
体
の
四
三
・

二
％
、
六
十
歳
以
上
が
一
〇
・
九
％

で
し
た
。
そ
れ
が
現
在
で
は
、
○
歳

か
ら
十
九
歳
ま
で
と
、
六
十
歳
以
上

一　　一　　〇　　　，

叢灘

45．9

灘嚢

484

霧灘 難縫 蒙懸 覇＝

，
一
〇

馨灘 難灘

49．4

o
－
　
　

o
臼
o
　

一

524
9　　，

52．8

一

52．4

一　騨
一　　，

一　〇

一　　一騨　　一

一　　〇

一　　一

o　　，

50．3

麗．塗

49．1

2粥

嬢2
一　一　　〇

一
一
　
，
一
　
印

麟

4毬o

一

36羅

3翻

一　　〇 o　o
，　一

29滋
■　　●

窪篇
一　〇

％
o
o

　
1

80

60

が
ほ
と
ん
ど
同
じ
く
、
お
よ
そ
二
五

％
ず
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
均
寿
命
の
延
び
と
、
若
年
層
の

流
出
な
ど
を
主
な
要
因
と
す
る
人
口

構
造
が
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

40

20

0
60555045403530
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5年女子100メートル予選

鍾

第19回

町内小学校

親善陸上大会

十日町市陸上競技場9月14日
灘灘羅

　
九
月
十
四
日
、
小
学
校
親
善
陸
上

大
会
に
は
、
町
内
五
校
か
ら
五
・
六

年
生
二
九
六
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
　
「
恵
ま
れ
た
競
技

場
で
、
自
分
の
力
を
延
ば
し
て
ほ
し

い
－
」
と
い
っ
た
願
い
か
ら
、
全
天

候
型
の
競
技
場
で
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。
選
手
は
「
ポ
ン
ポ
ン
は
ず
ん

で
、
学
校
の
土
の
グ
ラ
ン
ド
の
ほ
う

が
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も
あ
り

ま
し
た
。

【男子l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i【女子】

◆5年100メートル　　　　　　　　　　　　　　1◆5年100メ・一トル
①小林一則（仙田）②南雲啓至（千手）③大久保篤史（橘）i①高橋　梢（千手）②内山織絵（上野）③庭野悠子（千手）

◆6年同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i◆6年同

①丸山　崇（橘）②大塚大士（千手）③高橋完享（仙田）　1①丸山美雪（千手）②田辺紀子（同）③丸山　歩（同）

◆5年80メートルハードル　　　　　　　　　　　i◆5年80メートルハードル
①大塚　晋（千手）②平沢孝志（同）③根津　章（橘）　　1①数藤ひろみ（千手）②星名恵美子（同）③櫃間　悠（同）

◆6年同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i◆6年同

①小林義和（仙田）②山岸直人（千手）③羽鳥　雅（同）　i①上村沙織（上野）②南雲美香（仙田）③南雲和美（千手）

◆5年1500メートル　　　　　　　　　　　　　i◆5年800メートル
①富井隆暢（上野）②小海　基（千手）③和久井健（橘）　i①櫃間　悠（千手〉②高橋典子（仙田）③庭野悠子（千手）

◆6年同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i◆6年同

①高橋和久（千手）②春日敏明（同）③渡貫克典（上野）　1①丸山真由美（千手）②小川ゆかり（仙田）③田辺紀子（千手）

◆5年400メートルリレー
①千手A（櫃間、大塚、羽鳥、南雲）

②千手B（小海、小林、平沢、高橋）

③橘A（清水、藤原、根津、大久保）

◆6年同

①千手A（羽鳥、山岸、畠山、大塚）

②仙田（小林一、小林義、高橋覚、高橋完）

③千手B　（高橋義、羽鳥、高橋一、冨永）

◆5年走り幅とび

i◆5年400メートルリレー

i①千手B（星名愛、高橋、星名恵、数藤）

i②千手A（櫃間、高橋、庭野、大塚）

i③上野（斉藤、清水、渡貫、内山）

i◆6年同

i①千手A（丸山美、丸山歩、太田、田辺）

i②橘A（高津、山口直、関口、田口奈）

i③上野（茂野、上村、渡辺、小海）

i◆5年走り幅とび
①櫃間英信（千手）②高橋孝治（上野）③南雲啓至（千手）i①高橋梢（千手）②数藤ひろみ（同）③黒嶋智子（千手）

◆6年同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i◆6年同

①小林義和（仙田）②羽鳥　努（千手）③小林一成（同）　i①上村沙織（上野）②丸山真由美（千手）③平野由布子（同）

◆5年走り高とび

①清水正憲（千手）②小林正英（同）②樋口政和（仙田）

②大久保篤史（橘）

◆6年同

①大塚大士（千手）②星名豪紀（同）②丸山　崇（橘）

i◆5年走り高とび

i①斉藤純子（上野）②中川靖子（橘）③高橋聖美（仙田）

1◆6年同

i①南雲美香（仙田）②丸山美雪（千手）③高橋和美（同）

i③関　文恵（同）③金子寛子（仙田）
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lll

　西
岩

瀬人
金

子国

　
社
会
科
の
副
読
本

郷
土
の
姿
を
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
小
学
校
の
中
学
年
を
対

象
に
、
　
「
わ
た
し
た
ち
の
町
“
川
西

町
」
を
編
さ
ん
し
た
の
は
昭
和
四
十

七
年
で
あ
っ
た
。
以
来
、
時
代
の
進

運
に
対
応
し
、
五
十
一
年
と
五
十
八

年
に
改
訂
版
を
発
行
し
て
、
社
会
科

副
読
本
の
役
割
を
果
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
町
の
変
ぼ
う
発
展
は
い

よ
い
よ
激
し
く
、
来
年
六
十
四
年
に
、

再
度
の
改
訂
版
を
発
行
し
て
活
用
を

図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
武
田
勝
司
橘

木
落
三
島
社
境
内
に
建
つ

　
　
　
　
「
鶴
寿
道
人
の
碑
」

己蓋口幸
　
作

小
学
校
長
を
委
員
長
に
、
二
宮
明
治

仙
田
小
教
頭
、
大
塚
堅
（
千
手
小
）
、

柳
久
雄
（
上
野
小
）
、
高
橋
み
ど
り

（
橘
小
）
、
高
橋
吉
太
郎
（
仙
田
小
）
、

小
川
克
己
（
白
倉
小
）
、
山
下
三
郎

（
川
西
中
）
の
先
生
方
が
、
鋭
意
編

さ
ん
に
専
心
し
て
お
ら
れ
る
。

　
い
ま
検
討
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
副

読
本
の
な
か
に
児
童
の
模
範
と
な
る

人
、
ま
た
は
、
地
域
に
貢
献
し
た
人

物
を
旧
町
村
か
ら
一
人
ず
つ
と
り
あ

げ
た
い
。
だ
れ
に
し
た
ら
よ
い
か
」

と
い
う
む
ず
か
し
い
課
題
で
あ
る
。

　
環
境
が
人
を
つ
く
る

　
人
間
の
で
き
ぐ
あ
い
は
、
そ
の
人

の
育
つ
環
境
や
気
候
、
風
土
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め

か
、
私
た
ち
の
町
で
特
筆
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
は
だ
か
一
貫
か

ら
身
を
起
こ
し
、
今
は
都
会
や
そ
の

周
辺
で
豊
か
に
暮
ら
す
億
万
長
者
の

多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
昔
話
の
「
ア
ン
ボ
コ
ロ
リ
ン
」
よ

ろ
し
く
、
狭
い
父
祖
の
地
で
は
、
税

（
う
だ
つ
）
の
上
が
ら
な
い
こ
と
を
悟

り
、
い
わ
ゆ
る
、
江
戸
へ
出
て
一
旗

掲
げ
た
成
功
者
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。
ま
た
、
現
代
は
医
師
・
看
護

婦
・
教
育
・
宗
教
・
芸
術
家
・
検
事

・
弁
護
士
・
消
防
士
・
警
察
官
を
は

じ
め
、
官
公
庁
や
企
業
の
重
要
な
地

位
に
あ
っ
て
活
躍
す
る
人
、
し
た
人

が
、
ど
の
集
落
か
ら
も
一
人
や
二
人

は
出
て
い
る
。

　
村
を
救
っ
た
庄
屋
た
ち

　
町
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
住
民

の
期
待
に
応
え
て
政
治
の
ひ
の
き
舞

台
に
登
場
し
た
人
や
、
家
業
・
家
財

を
か
え
り
み
ず
、
村
の
た
め
に
身
命

を
か
け
て
く
れ
た
人
士
が
少
な
く
な

い
。
こ
う
し
た
人
た
ち
は
、
　
「
昔
は

こ
ん
な
庄
屋
様
が
い
た
」
「
あ
の
人

は
偉
か
っ
た
」
な
ど
と
今
も
誇
ら
し

く
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
戦
没
者
を

悼
む
碑
の
ほ
か
、
人
に
よ
っ
て
は
そ

の
業
績
が
石
に
刻
ま
れ
て
末
代
に
伝

え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
中
屋
敷
村
に
は
、
剛
直
で
侠
気
の

庄
屋
が
二
人
も
い
た
。
そ
の
一
人
、

忠
兵
衛
は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）

の
検
地
に
水
増
し
の
あ
っ
た
こ
と
を

知
り
、
柏
崎
御
役
所
へ
訴
え
出
た
。

捕
え
ら
れ
た
が
、
獄
中
で
も
正
義
を

貫
き
、
五
年
目
に
悪
役
人
三
六
人
が

糾
弾
さ
れ
て
一
件
落
着
し
て
い
る
。

　
野
上
与
三
兵
衛
は
、
村
の
野
心
家

と
癒
着
し
た
役
人
衆
の
悪
事
を
建
白

書
に
認
め
、
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）

に
自
殺
し
て
そ
の
不
正
を
い
さ
め
て

い
る
。
野
口
村
の
庄
屋
野
沢
雄
左
衛

門
は
、
悪
徳
好
色
な
代
官
や
役
人
た

ち
の
非
行
を
た
だ
し
て
い
る
。

石
碑
に
刻
む
業
績

鶴
寿
道
人
と
号
し
た
田
口
藤
内
、

（
木
落
）
は
、
十
日
町
の
服
部
乗
山

に
医
を
学
び
、
「
治
を
こ
う
者
が
門
前

に
列
を
な
す
」
名
医
と
な
っ
た
。
治

療
の
か
た
わ
ら
、
百
余
人
の
若
者
に

儒
学
を
教
え
た
が
、
そ
の
塾
（
永
照

堂
）
は
妻
有
地
方
に
お
け
る
学
校
教

育
の
草
分
け
と
な
っ
た
。
藤
内
の
徳

を
慕
う
門
弟
た
ち
が
、
嘉
永
四
年
、

（
一
八
五
一
）
に
、
感
謝
の
碑
を
三

島
社
境
内
に
建
立
し
て
い
る
。

　
若
く
し
て
出
家
し
た
恵
了
（
小
白

倉
）
は
、
江
戸
で
修
業
を
積
ん
だ
博

学
・
高
徳
の
禅
僧
で
あ
っ
た
。
白
倉

を
つ
い
の
住
家
と
し
た
が
、
門
徒
の

村
は
禅
の
教
え
に
交
わ
ら
ず
、
若
い

衆
に
俳
旬
を
教
え
る
こ
と
で
文
字
を

覚
え
さ
せ
た
。
そ
の
寺
子
屋
が
白
倉

校
の
創
設
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
北
越
戊
辰
戦
争
で
、
川
西
に
来
攻

し
た
新
政
府
軍
の
先
導
役
を
勤
め
た

丸
山
一
平
（
新
町
新
田
）
は
、
後
年

村
の
た
め
に
身
の
危
険
を
冒
し
て
、

か
ん
が
い
用
の
水
穴
を
点
検
中
に
土

砂
く
ず
れ
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
そ
の

死
を
悼
む
碑
が
、
田
代
へ
通
じ
た
旧

街
道
の
入
口
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
寺
ケ
崎
地
内
に
は
、
南
沢
の
暴
れ

川
を
み
ご
と
に
治
水
し
た
中
村
壮
吉

　
（
初
代
川
西
町
長
）
の
頒
徳
碑
が
あ

る
。
ほ
場
整
備
や
東
洋
一
の
ダ
ム
を

完
成
さ
せ
た
根
津
正
三
（
前
川
西
町

長
）
の
彰
徳
碑
は
、
故
人
が
ゆ
か
り

の
川
西
ダ
ム
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。

　
親
孝
行
と
責
任
感

　
昭
和
十
三
年
夏
の
明
け
方
、
一
人

の
少
年
が
伊
勢
平
治
か
ら
上
野
へ
急

ぎ
、
藤
巻
医
院
の
門
を
た
た
い
た
。

先
生
が
往
診
し
、
苦
し
む
親
を
入
院

さ
せ
て
治
療
し
た
が
、
少
年
の
両
親

は
病
弱
で
家
は
貧
し
く
、
国
民
健
康

保
険
も
無
か
っ
た
時
代
で
医
者
代
を

払
え
な
か
っ
た
。
仁
医
の
先
生
は
、

親
孝
行
で
評
判
の
こ
の
少
年
を
慰
め

「
も
ら
う
つ
も
り
は
な
い
、
気
に
せ

ず
看
病
し
な
さ
い
」
と
励
ま
し
た
。

　
そ
の
年
の
冬
、
藤
巻
さ
ん
に
東
京

か
ら
一
通
の
為
替
が
届
い
た
。
少
年

が
出
か
せ
ぎ
先
で
得
た
わ
ず
か
の
金

を
、
親
の
治
療
費
の
一
部
に
と
送
っ

て
よ
こ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
行
為

は
十
七
年
ま
で
毎
冬
続
い
た
が
、
以

後
は
絶
え
て
先
生
も
忘
れ
て
い
た
。

　
二
十
年
の
田
植
え
こ
ろ
、
先
生
あ

て
に
軍
事
郵
便
が
届
い
た
。
そ
の
中

に
、
出
征
し
た
少
年
が
軍
隊
で
貯
め

た
と
い
う
血
の
に
じ
む
よ
う
な
金
が

入
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
、
二
十
二

歳
に
成
人
し
た
少
年
は
、
ル
ソ
ン
島

の
山
奥
で
機
関
銃
を
撃
ち
な
が
ら
こ

の
世
を
去
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
名
誉
町
民
の
藤
巻
力
雄
先
生
が
、

生
前
、
　
「
あ
ん
な
に
親
孝
行
で
、
責

任
感
の
強
か
っ
た
人
を
ほ
か
に
知
ら

な
い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
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亀 一

　
九
月
七
日
松
葉
荘
に
、
東
京
仁
田
会
（
山
田

十
久
二
会
長
）
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
去
年
十
二
月
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
同
会

は
昭
和
士
二
年
「
東
京
仁
田
村
人
会
」
と
し
て

発
足
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
今
年
ち
ょ
う
ど

五
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ
と
仁

田
の
秋
祭
り
に
合
わ
せ
て
日
程
が
組
ま
れ
た
も

の
で
す

　
夕
食
の
あ
と
、
全
員
が
祭
り
の
主
会
場
熊
野

社
境
内
へ
繰
り
出
し
ま
し
た
。
地
元
で
は
、
久

し
ぶ
り
の
珍
客
に
、
芸
能
大
会
や
地
踊
り
も
一

段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
踊
り
の
合
間
に
は
、
同
会
か
ら
仁
田
部
落
に

記
念
品
を
贈
る
ひ
と
こ
ま
も
あ
り
ま
し
た
。

東
京
仁
田
会
の
皆
さ
ん
▼

　
　
　
9
・
7
松
葉
荘
で

レ
「
力
士
碑
」
前
に
勢
ぞ
ろ
い
し
た

　
往
年
の
名
力
士

　
　
　
（
仁
田
山
ロ
三
二
さ
ん
提
供
）

3んレふるさどぱいげい

7月19日発

節
黒
の
望
楼
か
ら

六
百
年
の
昔
を
し
の
ぶ

与
野
市
　
南
　
雲

慧

　
旧
川
越
城
本
丸
御
殿
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
・
3
0
）

　
七
月
十
六
日
の
ク
ラ
ス
会
に
、
松

葉
荘
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
料
金
も
安
く
、
道
路
に
面
し
て

い
な
が
ら
防
音
も
よ
く
て
熟
睡
。
眺

め
も
良
好
で
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
昭
和
十
年
旧
仙
田
村

中
仙
田
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
の
ク

ラ
ス
会
で
、
松
葉
荘
で
開
い
た
の
は

始
め
て
で
す
。
開
催
年
次
も
当
初
の

五
年
ご
と
が
、
三
年
と
な
り
隔
年
と

な
り
、
次
第
に
短
く
な
っ
て
き
ま
し

吉
　
春
さ
ん

（
中
仙
田
出
身
）

た
。
老
い
を
自
覚
し
、
若
さ
を
う
ら

や
む
あ
せ
り
の
よ
う
な
気
持
ち
の
あ

ら
わ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
に

追
わ
れ
、
生
活
に
懸
命
の
と
き
に
は
、

同
級
生
と
の
交
歓
も
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
故
郷
を
離
れ
現
役
を

退
い
た
現
在
、
ク
ラ
ス
会
に
集
い
、

互
い
に
顔
を
合
わ
せ
る
と
、
今
更
な

が
ら
、
多
情
多
感
な
少
年
の
日
が
陵

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
翌
十
七
日
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

母
校
跡
や
通
学
路
を
回
り
、
見
事
に

植
林
さ
れ
た
尾
根
を
通
っ
て
、
節
黒

城
跡
に
立
ち
ま
し
た
。
中
世
、
妻
有

荘
、
波
多
岐
荘
と
よ
ば
れ
た
山
野
が

一
望
の
う
ち
に
展
開
す
る
景
観
は
、

新
田
義
宗
が
、
尾
根
の
交
通
路
を
押

さ
え
て
、
対
岸
の
大
井
田
や
羽
川
な

ど
魚
沼
の
新
田
党
と
呼
応
す
る
に
は

最
適
の
場
所
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
節

黒
の
望
楼
に
た
た
ず
ん
で
、
し
ば
し

六
百
年
前
の
往
時
を
し
の
び
ま
し
た
。

　
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
武
田
信
玄
」

で
柴
田
恭
兵
演
ず
る
長
尾
景
虎
（
後

の
上
杉
謙
信
）
が
、
摩
（
き
）
下
の

武
将
上
野
家
成
（
節
黒
城
主
）
と
下

平
修
理
介
（
千
手
城
主
）
が
、
仲
裁

人
の
い
う
こ
と
を
聞
か
ず
領
地
争
い

を
止
め
な
い
よ
う
で
は
、
と
て
も
一

致
し
て
敵
に
当
た
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
と
、
側
近
に
怒
っ
て
い
る
場
面

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
争
い
の
場

所
は
ど
の
あ
た
り
か
と
、
興
昧
を
も

っ
て
眺
め
た
次
第
で
す
。

　
時
折
ぱ
ら
つ
く
雨
に
、
追
わ
れ
る

よ
う
に
駆
け
足
の
巡
回
で
し
た
が
、

や
は
り
古
里
の
野
山
は
懐
か
し
く
草

の
匂
い
が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
二
十
数
年
振
り
の
干
手
の
観
音

様
は
、
十
七
日
だ
と
い
う
の
に
閑
散

と
し
て
、
こ
れ
が
十
七
夜
だ
ろ
う
か

と
、
時
の
流
れ
を
感
じ
、
寂
し
さ
を

か
く
し
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
昼
食
の

“
小
嶋
屋
そ
ば
”
は
、
昔
と
変
わ
ら

ぬ
歯
ご
た
え
の
あ
る
絶
品
で
し
た
。

各
地
の
名
物
そ
ば
を
賞
味
し
ま
す
が
、

よ
そ
で
は
味
わ
え
な
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　
二
年
後
の
ク
ラ
ス
会
も
ま
た
、
松

葉
荘
で
開
く
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

松
葉
荘
従
業
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
久
し
振
り
に
、
川
西
の
山
河
を
望

ん
で
乱
筆
が
い
さ
さ
か
長
く
な
り
恐

縮
に
存
じ
ま
す
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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⑳⑦㊦、

心配ごと相談

10月16日（日）…・・克雪センター

23日（日）…・・総合センター

30日（日）……　　〃

11月　6日（日）…・・上野コミセンター

13日（日）…・・橘コミセンター

時間は、午後1時～3時です。

r一一・一移動交通事故相談……
ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i11月7日（月）　　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i十日町市役所　　　　　　　　i

i受付は、午前10時～午後2時　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　　　幾　　　　　　　　　　　墜　　　　　　　　　樂・　　　　　　　　ど　　　　　　　雪
　　　　　、
　　　　冬　　　螢　　　弓　倦雪

●10月22日㊤～23日⑧

両日とも10時～17時

・上越市

　リージョンプラザ上越

◇インドアスタジアム

・克雪対策の現状・雪

に強いくらし・雪と楽

しむくらし・雪の科学

・克雪相談

◇コンサートホール

10月22日㊤13：30～15：00

講演r未知への道」

登山家田部井淳子氏

10月23日⑨

県警音楽隊コンサート

スキー映画

講演r雪のものがたり」

童話作家杉みき子氏

・入場無料

・県克雪総合普及実行

　委員会主催
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ち
い
さ
な
農
覧
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
橘
小
学
校

女
性
み
こ
し
登
場

　
　
　
　
思
い
切
っ
て
短
パ
ン
に

纏

　
九
月
一
日
、
二
日
の
千
手
ま
つ
り

は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
各
町
内
か
ら

子
供
み
こ
し
な
ど
が
に
ぎ
や
か
に
繰

り
出
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
朝

日
町
の
女
性
み
こ
し
は
、
N
H
K
テ

レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
話
題
を

呼
び
ま
し
た
。

　
こ
の
町
内
は
、
文
字
ど
お
り
新
興

住
宅
地
で
、
現
在
三
十
世
帯
、
百
二

十
二
人
が
お
住
ま
い
で
す
。
比
較
的

若
い
世
帯
が
多
い
こ
と
か
ら
、
二
十

代
か
ら
四
十
代
の
人
た
ち
を
中
心
に

企
画
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
最
初
、
短
パ
ン
姿
で
出
る
と
き

は
勇
気
が
い
り
ま
し
た
。
で
も
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
、
ぜ
ひ

や
り
た
い
」
と
、
若
い
お
母
さ
ん
が

た
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

9
・
－

朝
日
町
女
性
み
こ
し

同
町
　
高
橋
文
代
さ
ん
撮
影

4
年
　
大
久
保
雅
基
く
ん

3年　佐藤智之くん

1
年
　
山
家
正
史
く
ん

（
11
月
号
は
仙
田
小
学
校
で
す
）

6年　片桐裕美子さん2年　須藤輝美さん
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出思
姜
目

一
般
寄
付

（
敬
称
略
）

東
京
仁
田
会
（
千
代
田
区
・
山
田
十

久
二
会
長
）

南
雲
久
守
（
中
央
町
）

広
報
発
行
に

室
岡
倉
二
（
流
山
市
）

五
万
円

五
万
円

一
万
円

……一一（11）

新潟県最低賃金
63年10月1日から

1日3，653円

1時間457円

区
騒
麗
区
盤
厨
駒
賢
恥
翻
』
”
駒
髄
凹
囚
腕
”
』
囚
駒
匹
凶
』
囚
駒
齢
』
”
駒
髄
凹
國
髄
髄
麗
囚
駒
”
■
囚
髄
騒
髄
凹
【
駒
“
門
凹
隔
騎
鯉
■
囚
駒
髄
』
隅
駒
髄
凹
厨
騎
鯉
■
晒
ol
脚
』
醜
陥
”
巨
髄
』
圃
騎
脚
』
隔
“
脚
』
屍
騨
隆
●
●
区
賢

便
所

神
の
効
用

　
　
　
　
　
　
　
　
水
戸
市

　
九
月
号
、
金
子
幸
作
氏
の
「
歴
史

は
語
る
・
美
男
と
美
女
の
育
つ
家
」

面
白
く
読
み
ま
し
た
。
女
房
に
見
せ

た
ら
、
早
速
「
わ
か
っ
た
で
し
ょ
。

男女二神の便所神（寺尾長谷川正巳さん協力）

長
谷
川

富
次
さ
ん

い
く
ら
言
っ
て
も
あ
な
た
は
バ
カ
に

し
て
い
て
」
と
の
御
託
宣
。
　
「
恐
れ

入
り
や
し
た
」
ま
っ
た
く
女
房
の
言

う
と
お
り
で
し
た
。

　
と
い
う
の
は
、
僕
の
家
の
W
C
は

水
洗
の
く
み
取
り
式
で
す
。
毎
月
の

く
み
取
り
料
も
な
か
な
か
バ
カ
に
な

り
ま
せ
ん
。
で
、
け
ち
な
僕
は
「
お

前
が
い
つ
も
汚
な
い
汚
な
い
と
言
っ

て
水
を
流
し
す
ぎ
る
ん
だ
。
少
し
ぐ

ら
い
付
い
て
い
た
っ
て
、
次
の
人
が

使
っ
た
と
き
流
せ
ば
、
自
然
に
と
れ

ち
ゃ
う
よ
」
。
と
こ
ろ
が
、
女
性
上

位
の
わ
が
家
で
は
、
せ
っ
か
く
私
が

く
み
取
り
料
を
節
約
し
よ
う
と
、
チ

ョ
ロ
チ
ョ
ロ
流
し
て
も
、
あ
と
か
ら

入
っ
た
女
房
が
、
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
と

流
し
て
し
ま
う
の
で
く
み
取
り
料
は

減
り
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
こ
の
文
を
読
ん
で
僕
の
心

も
変
わ
り
ま
し
た
。
金
子
さ
ん
の
言

う
と
お
り
、
女
房
が
ト
イ
レ
を
き
れ

い
に
し
て
く
れ
た
の
で
、
二
人
の
わ

が
子
は
そ
ろ
っ
て
美
男
。
こ
な
い
だ

生
ま
れ
た
長
男
の
赤
ん
坊
も
、
将
来

美
女
ま
ち
が
い
な
し
で
す
。
し
か
も

こ
の
ご
ろ
、
女
房
が
ま
す
ま
す
若
く

き
れ
い
に
な
る
の
に
、
僕
の
方
は
、

し
わ
は
ふ
え
る
は
、
顔
に
し
み
は
出

る
わ
、
目
の
下
は
た
る
む
わ
、
こ
れ
、

た
し
か
に
便
所
神
の
た
た
り
に
き
ま

り
で
す
。
僕
も
今
日
か
ら
水
を
ジ
ャ

ー
ジ
ャ
i
流
す
こ
と
に
き
め
ま
し
た
。

そ
う
す
れ
ば
、
八
十
歳
こ
ろ
ま
で
に

は
、
き
れ
い
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な

る
か
も
。

　
比
島
の
娘
さ
ん
た
ち
に
も
、
大
い

に
W
C
を
き
れ
い
に
す
る
よ
う
言
っ

て
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

わんきん
　
　
　
　
ち

　
　
　
～
　
　
く
　
し
≧

　
　
　
　
ノ

　
　
任
意
加
入
で

　
　
　
　
く
ら
し
を
豊
か
に

　
「
六
十
二
万
七
千
二
百
円
」
な
ん
の
金
額
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
六

十
歳
に
な
る
ま
で
の
閤
に
、
国
民
年
金
に
加
入
す
べ
き
（
加
入
で
き
る
）

期
問
に
、
保
険
料
を
納
め
て
き
た
人
が
、
六
十
五
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
開
始
す
る
場
合
の
年
金
額
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
ご
く
一
般
的

な
人
が
、
六
十
五
歳
か
ら
も
ら
え
る
年
金
の
額
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
六
十
歳
か
ら
繰
り
上

げ
て
年
金
を
受
け
た
り
、
未
納
期
間

が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
そ
の
分
だ
け

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
未
納
期
間
が
長
過
ぎ
る
と
、
減
額

さ
れ
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
年
金

の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
（
無

年
金
）
も
あ
り
ま
す
。
万
て
こ
れ
に

該
当
し
て
い
る
人
で
も
、
あ
き
ら
め

る
の
は
チ
ョ
ッ
ト
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で

の
間
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

無
年
金
か
ら
脱
出
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
減
額
さ
れ
て
満
額
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
人
も
、
任
意
加
入
制

度
を
利
用
し
て
、
満
額
か
満
額
に
近

い
年
金
額
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

厚
生
年
金
の
裁
定
請
求
は

　
近
年
、
厚
生
年
金
の
受
給
資
格
該

当
者
は
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。

　
国
民
年
金
だ
け
の
裁
定
請
求
手
続

き
は
、
役
場
で
で
き
ま
す
が
、
国
民

年
金
と
厚
生
年
金
の
両
方
に
加
入
し

た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
直
接
、
社
会

保
険
事
務
所
に
裁
定
請
求
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
長
岡
社
会
保
険
事
務
所

の
出
張
事
務
相
談
が
、
次
の
日
程
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
時
間
は
、
い
ず
れ
も
十
時
か
ら
一
二

時
ま
で
で
、
会
場
は
、
十
日
町
織
物

会
館
で
す
。

10
月
1
2
日
（
水
）

n
月
1
4
日
（
月
）

12
月
1
2
日
（
月
）

－
月
1
2
日
（
木
）

2
月
1
3
日
（
月
）

3
月
1
3
日
（
月
）
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お
す
こ
や
か
に

　
　
ゆ
う
た
ろ
う
明
人

よ
口
同
橋
佑
太
朗
悦
子
長
男
朝
日
町

　
　
　
け
ん
ご
隆
之

星
名
研
吾
き
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二
男
霜
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押木

抑
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豊
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元
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寺
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男
霜
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長
男
元
町

長
女
根
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長
男
高
原
田

　
　
　
や
す
ひ
と
　
睦

小
川
泰
人
め
ぐ
み

二
男
赤
谷

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る
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小
わ
琶

　
　
　
昨
壇

太
田
白
南
風
選

三
領
　
水
品
　
　
律

　
○
咲
き
こ
ぼ
れ
咲
き
こ
ぼ
れ
萩
細
や
か
に

行
○
木
犀
の
匂
い
流
る
る
ほ
ど
の
風

発日
　
木
犀
の
香
の
み
ほ
と
り
に
夕
ご
こ
ろ

むー
　
　
も
つ
れ
つ
つ
蝶
の
乗
り
ゆ
く
秋
の
風

　0
　
　
　
　
　
　
　
　
小
脇
　
佐
藤
　
信
一

　年
○
行
く
夏
を
惜
し
み
て
網
戸
洗
い
け
り

　6
　
　
丹
精
の
稲
穂
波
打
つ
日
和
か
な

和昭
　
　
初
刈
に
汗
ば
む
風
の
さ
わ
や
か
に

／し
　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

に
○
鰯
雲
ひ
ろ
が
る
空
と
な
っ
て
秋

わか
　
　
去
る
夏
を
惜
し
み
つ
つ
鳴
く
蝿
．
と
こ
そ

報広
　
　
萩
の
花
し
だ
る
る
崖
の
高
さ
か
な

…
　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

…
○
ど
ん
ぐ
り
の
こ
ろ
り
と
落
ち
て
秋
深
む

土
手
を
染
め
彼
岸
日
和
や
彼
岸
花

鈴
虫
の
鳴
き
ほ
う
せ
ん
花
遅
れ
咲
き

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

稲
刈
れ
ば
水
草
の
花
あ
ら
わ
れ
し

長
雨
や
稲
の
倒
伏
気
に
し
つ
つ

稲
葉
よ
せ
終
え
し
安
堵
に
夜
半
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

赤
と
ん
ぼ
止
め
て
憩
い
の
保
安
帽

黍
の
穂
の
折
れ
曲
り
た
る
風
の
秋

凋
落
の
あ
わ
れ
一
入
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

束
の
間
の
読
書
に
更
け
て
秋
灯
下

バ
ス
の
背
に
花
の
触
れ
あ
う
萩
の
道

夜
な
べ
す
る
納
屋
の
明
り
や
虫
の
闇

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

鉢
巻
を
き
り
り
と
武
者
の
案
山
子
展

一
部
屋
に
灯
の
あ
る
校
舎
秋
の
暮

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

晴
れ
や
か
な
産
着
秋
日
の
宮
詣
り

秋
深
し
鼻
緒
の
ゆ
る
き
男
下
駄

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
　
星
光

句
碑
文
字
を
深
く
伝
わ
り
秋
の
雨

コ
ス
モ
ス
の
風
に
あ
そ
ん
で
蝶
と
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
濤

ぬ
ば
た
ま
の
闇
を
好
み
て
ち
ち
ろ
鳴
く

神
苑
に
拍
手
ひ
び
く
虫
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
足
立
区
山
形
頼
太

空
高
く
あ
く
ま
で
高
く
柿
の
秋

山
門
へ
道
真
直
ぐ
や
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

敬
老
の
日
の
お
祝
い
の
本
を
読
む

　
　
　
　
　
　
新
町
　
井
川

長
雨
に
倒
伏
の
田
に
腕
を
組
み

　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
池
竹

幸亘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
シ

長
き
夜
を
目
覚
め
て
虫
の
声
し
き
り

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

雷
の
近
し
と
鎌
を
ほ
う
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
万
　
　
柿

秋
の
夜
の
こ
お
ろ
ぎ
鳴
き
て
更
け
ゆ
け
り

“
食
”
は
健
康
の
基
本

　
健
康
を
守
る
の
に
食
事
が
大
切
な

こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
運
動

休
養
と
と
も
に
健
康
の
維
持
、
増
進

を
支
え
る
三
本
柱
の
一
本
で
す
。

　
我
が
国
の
食
生
活
は
、
今
、
飽
食

の
時
代
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
不
規
則
な
食
事
を
し
た
り
、

外
食
に
偏
っ
た
り
し
て
栄
養
の
過
不

足
を
招
き
、
そ
の
結
果
、
成
人
病
に

か
か
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
美
食
、
過
食
と
、
肥
満
・
糖
尿

病
・
動
脈
硬
化
・
心
疾
患
、
食
塩
の

と
り
過
ぎ
と
高
血
圧
、
脳
卒
中
、
ア

ル
コ
ー
ル
と
肝
疾
患
な
ど
い
ず
れ
も

間
違
っ
た
食
生
活
と
深
く
か
か
わ
り

あ
っ
て
い
ま
す
。

　
心
に
も
栄
養
を

　
「
食
」
の
目
的
は
栄
養
成
分
を
と

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

栄
養
成
分
に
だ
け
気
を
配
っ
て
い
れ

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
な
く
、
食
事

を
す
る
と
き
の
雰
囲
気
も
大
切
で
す
。

心
の
栄
養
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
最
近
は
生
活
環
境
や
社

会
環
境
な
ど
の
変
化
に
よ
り
、
家
族

が
別
々
に
食
事
を
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
家
族
が
い
つ
も
全

員
顔
を
合
わ
せ
て
食
事
を
す
る
こ
と

が
理
想
で
す
が
、
そ
れ
は
無
理
と
し

て
も
一
週
問
の
う
ち
何
回
か
は
、
食

卓
を
囲
ん
だ
団
ら
ん
の
場
を
作
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
た
い

も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
ん
な
と
き
こ
そ
、
加

工
食
品
に
頼
る
こ
と
な
く
、
愛
情
の

こ
も
っ
た
手
料
理
－
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
家
庭
の
味
ー
を
忘

れ
ず
に
用
意
し
た
い
も
の
で
す
。

9
・
14

川
西
中
学
校
運
動
会

幽

’＼

＼
、

隷
ひ


